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第

回
総
会
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
縮
小
実
施

７３
４
月
度
理
事
会
リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
４
月

日
、全
国
家
電
会
館
で
４
月
度
理
事
会
を
開
催
し
た
。

１３Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
２
０
２
０
年
の
年
末
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
に
対
応
す
べ
く
関
連
機
器
を
導
入
し
て
お

り
、
１
月
度
理
事
会
に
続
き
、
４
月
度
理
事
会
も
リ
ア

ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
ま
た
Ｔ

Ｅ
Ｐ
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
、
新
鋭
社
員
向
け
研
修

で
も
使
用
し
た
（
写
真
上
）。
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４
月
度
理
事
会
は
、
全
国
家
電

会
館
で
開
催
、
会
場
に
は
屋
宮
芳

高
理
事
長
、松
本
年
生
副
理
事
長
、

鳥
居
和
久
会
計
理
事
、
川
鍋
季
明

理
事
、
市
村
康
徳
理
事
、
花
岡
克

己
理
事
、
藤
巻
宏
直
理
事
、
飯
田

和
信
理
事
、
東
海
林
尊
信
理
事
が

出
席
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
は
、
藤
木
正
則

相
談
役
理
事
、
足
立
哲
雄
理
事
、

竹
村
元
秀
理
事
、知
念
利
秀
理
事
、

八
巻
秀
次
理
事
、角
田
浩
永
理
事
、

田
中
英
二
理
事
、
樋
口
亘
理
事
、

坂
本
明
監
事
が
参
加
し
た
（
順
不

同
）。

屋
宮
理
事
長
挨
拶

理
事
会
の
開
催
に
当
た
り
、
屋

宮
芳
高
理
事
長
か
ら
以
下
の
よ
う

に
挨
拶
が
あ
っ
た
。

挨拶する屋宮理事長

「
東
京
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
は
、
数
千
人
規

模
で
減
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
地

方
で
は
増
加
の
傾
向
も
あ
る
。

気
を
つ
け
て
、
生
活
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。人
そ
れ
ぞ
れ
、色
々

な
事
情
が
あ
る
か
と
思
う
の
で
、

そ
れ
ら
を
考
え
て
、
生
活
と
仕
事

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

我
々
の
業
界
、
組
合
に
お
い
て

も
、
研
修
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
懇
親
会
な
ど
は
自
粛

を
し
て
運
営
し
て
い
る
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
部
品
の
入
荷
状
況
は
、
供

給
と
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、

未
だ
に
現
実
の
問
題
と
し
て
納
期

が
１
年
以
上
掛
か
る
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
き
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
問
題
も

出
て
き
て
い
る
。

こ
の
影
響
が
今
後
、
ど
の
よ
う

な
形
で
出
て
く
る
の
か
よ
く
分
か

ら
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
業
界

と
し
て
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」。

事
務
局
か
ら
の
提
案
・
報
告

事
務
局
か
ら
は
以
下
の
提
案
と

報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

①
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

②
令
和
４
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

③
定
款
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
第

回
通
常
総
会
開
催
方
法
お

７３

よ
び
提
出
議
案
に
つ
い
て

⑤
第

回
通
常
総
会
の
役
割
分
担

７３

等
に
つ
い
て

①
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３
月
３１

日
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
、
令
和

３
年
度
収
支
決
算
報
告
書
を
基
に

説
明
し
た
。

②
令
和
４
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
収
支

予
算
（
案
）
の
資
料
を
基
に
説
明

し
た
。

③
定
款
一
部
変
更
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
が
所
在
地
を
埼
玉
県

お
よ
び
神
奈
川
県
に
移
転
す
る
こ

と
か
ら
、
地
区
を
追
加
す
る
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

④
第

回
通
常
総
会
開
催
方
法

７３

お
よ
び
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

５
月

日
に
開
催
予
定
で
あ
る

１３

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
が
先
行
き
不
透
明

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
模
を
縮
小

４月度理事会ではすべての議題を承認
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し
て
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
通
常
総
会
は
開
催
せ

ず
、
通
常
総
会
に
出
席
で
き
な
い

会
員
は
委
任
状
を
提
出
、
ま
た
懇

親
会
は
開
催
し
な
い
、
来
賓
の
招

待
を
行
わ
な
い
、
永
年
勤
続
者
表

彰
式
を
取
り
止
め
る
こ
と
な
ど
が

提
案
さ
れ
た
。

ま
た
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
も

説
明
さ
れ
た
。

⑤
第

回
通
常
総
会
の
役
割
分

７３

担
等
で
は
、
総
会
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
担
当
に
つ
い
て
提
案

と
確
認
が
行
わ
れ
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

続
い
て
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
が
、以
下
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

組
織
委
員
会（
花
岡
克
己
委
員
長
）

令
和
４
年
度
組
合
員
異
動
状
況

（
４
月
１
日
時
点
）
に
つ
い
て
、

組
合
員
数
１
２
０
社
、
賛
助
会
員

数

社
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報

２４
告
。花

岡
委
員
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
組

合
講
演
会
が
中
止
に
な
っ
て
い
た

が
、
今
年
度
は
開
催
す
る
予
定
で

準
備
を
実
施
。

７
月
の
理
事
会
日
、
７
月
５
日

の
開
催
に
な
る
か
と
思
う
が
、『
電

子
部
品
の
基
礎
講
座
』
と
い
う
内

容
で
、
電
子
部
品
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
学
べ
れ
ば
と
思
う
。

教
育
情
報
委
員
長
と
話
し
合

い
、
こ
の
組
合
講
演
会
が
好
評
で

あ
れ
ば
、
定
期
的
な
教
育
を
行
う

講
演
会
を
開
催
す
る
方
向
に
、
移

行
し
て
も
良
い
の
で
は
と
考
え
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

労
務
委
員
会（
市
村
康
徳
委
員
長
）

令
和
４
年
度
労
働
災
害
補
償
制

度
申
込
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
。

ま
た
、
事
故
報
告
に
つ
い
て
も
触

れ
た
。

永
年
勤
続
社
員
表
彰
者
の
推
移

状
況
に
つ
い
て
は
、
合
計

人
と

４８

な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

市
村
委
員
長
は
「
野
球
大
会
に

つ
い
て
は
、
春
の
大
会
は
中
止
。

秋
の
大
会
に
向
け
て
、
開
催
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
き
た

い
。ま

た
、
昨
年
で
き
な
か
っ
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
だ
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
次
第
に
は
な
る
が
、
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
屋
宮
理
事
長
は
「
本
来
、

総
会
時
に
永
年
勤
続
社
員
表
彰
を

行
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
自
重
す

る
こ
と
に
な
る
。
大
変
に
申
し
訳

な
い
。
来
年
は
復
活
さ
せ
、
ぜ
ひ

表
彰
式
を
行
い
た
い
」
と
語
っ

た
。

教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

新
鋭
社
員
教
育
受
講
者
の
推
移

状
況
に
つ
い
て
、
新
鋭
社
員
教
養

講
座
を
４
月
１
日
に
開
催
し
、
リ

ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
合
計

人
が
参

７６

加
。
続
い
て
、
新
鋭
社
員
早
期
戦

力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
４
月
４
日
か

ら
３
日
間
、
開
催
し
、

社

人

１４

５０

が
参
加
。
ま
た
、
９
月
に
６
カ
月

後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
。
１
年

後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
４

月

日
に
開
催
し
、
８
社

人
が

１１

２２

参
加
し
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン

パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
修
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

月
１１

日
と
令
和
４
年
２
月

日
に
、

１９

１８

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
、

社

人
が

１２

２９

参
加
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。

藤
巻
委
員
長
は
「
今
年
度
は
、

リ
ア
ル
で
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ

ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
季
明

委
員
長
）

「
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
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ＷＥＢと連携して理事会を開催

ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
」
関
連
に

つ
い
て
は
、
６
月

日
〜

日
、

１５

１７

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
４
〜
６

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／

Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
も
実
施
す
る

こ
と
な
ど
を
報
告
。

川
鍋
委
員
長
は
「
先
立
っ
て
、

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
の
運
営
委
員

会
に
参
加
し
た
。

今
回
は
、
東
ホ
ー
ル
の
良
い
場

所
に
な
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
エ
リ
ア
の
周
囲
に
、

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

エ
リ
ア
、
ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
の

エ
リ
ア
、
オ
ム
ロ
ン
な
ど
の
実
装

メ
ー
カ
ー
の
エ
リ
ア
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
相
当
、
集
客
が
見
込
め

る
の
で
は
、
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
は
セ
ミ
ナ
ー
が
盛

り
沢
山
に
な
っ
て
お
り
、
半
導
体

の
将
来
、
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
仕

組
み
な
ど
の
充
実
し
た
も
の
が
多

く
あ
る
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
時
間

が
あ
れ
ば
、
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
、
次
回
の
理
事
会
は
５

月

日
に
開
催
、
理
事
会
終
了
後

１３
に
第

回
通
常
総
会
を
開
催
す
る

７３

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
４
月
度
理
事

会
は
終
了
し
た
。
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電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
が
６
月

日
１５

〜

日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の

１７
東
４
〜
６
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
も
実
施
す
る
。

主
催
は
、
日
本
電
子
回
路
工
業

会
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
学

会
、
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
。
共

催
は
産
業
タ
イ
ム
ズ
社
、
工
業
通

信
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
、
全
国
電
子
部
品
流

通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）、
東
京
都
電

機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）、

光
産
業
技
術
振
興
協
会
、
福
井
県

ｅ
―
テ
キ
ス
タ
イ
ル
製
品
開
発
研

究
会
。

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
は
、「
Ｊ
Ｅ
Ｐ

／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」「
第
５１

回
国
際
電
子
回
路
産
業
展
」「
第

回
最
先
端
実
装
技
術
・
パ
ッ

３６ケ
ー
ジ
ン
グ
展
」「
第

回
実
装

２３

プ
ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
デ
バ
イ
ス
展
」「
電

気
・
光
伝
送
技
術
展
」「
イ
ー
テ
キ

ス
タ
イ
ル
展
」「
ス
マ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
展
」「
エ
ッ
ジ
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
イ
ン
タ
ー
オ

プ
ト
」「
エ
ル
イ
ー
デ
ィ
ー
ジ
ャ
パ

ン
」「
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
」

と
い
っ
た
展
示
会
で
構
成
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
は
、「
Ｊ
Ｅ

Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」
の
開

催
に
向
け
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
３
社
８

小
間
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
か
ら
５
社

小
間

１１

が
参
加
を
予
定
。
今
回
、
集
客
が

期
待
で
き
る
エ
リ
ア
で
の
開
催
と

な
り
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
２
（
シ

ー
テ
ッ
ク
）
が
、

月

日
〜

１０

１８

２１

日
の
日
程
で
、
３
年
ぶ
り
に
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
。
な
お
今

回
の
シ
ー
テ
ッ
ク
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
開
催
さ
れ
、

月
１
日
か

１０

ら

日
の
日
程
で
実
施
。

３１主
催
は
、
電
子
情
報
技
術
産
業

協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）、
共
催
は
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
協
会

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｊ
）
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

協
会
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
）。

開
催
趣
旨
は
「
経
済
発
展
と
社

会
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
『
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
』
の
実
現

を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
業

種
の
人
と
技
術
・
情
報
が
集
い
、

『
共
創
』に
よ
っ
て
未
来
を
描
く
」

と
な
っ
て
い
る
。

リ
ア
ル
会
場
に
お
け
る
感
染
症

対
策
は
、
検
温
や
消
毒
、
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
の
対
策
に
加
え
、
来

場
者
や
出
展
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
完
全
登
録
制
を
導
入
す
る
。

シ
ー
テ
ッ
ク

を
リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催

２０２２

今
回
の
テ
ー
マ
は
�
共
創
�

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
２

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
を
開
催
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１
月
度
定
例
理
事
会

屋
宮
理
事
長
�
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
進
め
た
い
�

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
１
月

日
、
１
月

２５

度
Ｔ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
リ
ア
ル
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
。
リ
ア
ル
会
場

に
は
、
屋
宮
芳
高
理
事
長
、
松
本

年
生
副
理
事
長
、
小
池
一
義
副
理

事
長
、
川
鍋
季
明
理
事
、
市
村
康

徳
理
事
、
花
岡
克
己
理
事
、
藤
巻

宏
直
理
事
、
小
川
秀
敏
理
事
、
岩

田
善
行
理
事
、
飯
田
和
信
理
事
が

出
席
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
は
、
藤
木
正
則

相
談
役
理
事
、
鳥
居
和
久
会
計
理

事
、
藤
原
幹
人
理
事
、
足
立
哲
雄

理
事
、
竹
村
元
秀
理
事
、
角
田
浩

永
理
事
、
田
中
英
二
理
事
、
浜
田

健
太
郎
理
事
、東
海
林
尊
信
理
事
、

樋
口
亘
理
事
、伊
佐
野
勝
利
監
事
、

坂
本
明
監
事
が
参
加
し
た
（
順
不

同
）。

屋
宮
理
事
長

リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
１
月
度
理
事
会
を
開
催

屋
宮
理
事
長

挨
拶

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
こ
こ
に
き
て
感
染
者
数
も
増

え
て
い
る
。
ま
だ
感
染
者
は
増
え

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
、
と
考

え
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
ご
自
分
の
体

調
、
社
員
の
体
調
に
気
を
つ
け
て

対
応
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
世
界

を
見
る
と
部
品
の
納
期
が
半
年
、

１
年
と
な
っ
て
い
る
。

我
々
の
関
連
す
る
部
品
メ
ー

カ
ー
も
、
生
産
に
影
響
が
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ま
だ

続
く
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
物
を
調
達
す
る
我
々

に
と
っ
て
大
変
だ
と
思
う
が
、
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

最
近
で
は
コ
ロ
ナ
以
外
に
、
原

油
も
値
上
が
り
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
衝
突
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
ま
す
ま
す
世
の
中

の
動
き
が
不
安
定
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
多
方
面
に
目
を
向

け
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
理

事
会
が
開
始
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
の
報
告
と
提
案

事
務
局
か
ら
は
、
渡
辺
勤
事
務

局
長
か
ら
、「
令
和
４
年
度
行
事
予

定
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
」
と
、

「
第

回
通
常
総
会
（
案
）
に
つ

７３

い
て
」
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

総
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
把

握
し
つ
つ
、
令
和
４
年
５
月

日
１３

に
実
施
さ
れ
る
理
事
会
終
了
後
、

第

回
通
常
総
会
を
全
国
家
電
会

７３
館
５
階
講
堂
で
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、永
年
勤
続
社
員
表
彰
と
、

懇
親
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

各
委
員
会
か
ら
は
、
以
下
の
よ

う
に
報
告
が
あ
っ
た
。
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組
織
委
員
会（
花
岡
克
己
委
員
長
）

加
入
組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
に

お
い
て
、組
合
員
数
が
１
２
０
社
、

賛
助
会
員
が

社
で
あ
る
こ
と
を

２４

報
告
。

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
季
明

委
員
長
）

リ
ア
ル
で
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
が

６
月

日
〜

日
に
掛
け
、
開
催

１５

１７

さ
れ
る
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
出

展
企
業
募
集
に
つ
い
て
も
報
告
。

同
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
展
示
会
が
中
止

に
な
っ
た
場
合
、
出
展
料
が
全
額

返
金
に
な
る
こ
と
と
、
会
員
名
簿

の
配
布
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
た
。

教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

活
動
報
告
で
は
、
昨
年

月
１１

１９

日
に
、
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン

パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
修
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
、

社
１２

名
が
参
加
。こ
の
研
修
を
基
に
、

２９２
月

日
に
２
回
目
と
な
る
同
研

１８

修
を
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
す
る
こ
と

を
報
告
。

ま
た
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』

協
賛
広
告
の
募
集
を
行
う
件
に
つ

い
て
報
告
。

こ
れ
以
外
に
、
４
月
１
日
に
新

鋭
社
員
教
養
講
座
を
、
４
月
４
日

〜
６
日
に
新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
４
月

日
に
１
年

１１

後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報

告
。
な
お
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
は
中
止
、
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
は
、
昼
食
の
提
供
を
取

り
止
め
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
報
告
。

労
務
委
員
会（
市
村
康
徳
委
員
長
）

「
労
働
災
害
補
償
制
度
」中
間
事

故
報
告
に
加
え
、
令
和
４
年
度
募

集
（
案
）
に
つ
い
て
報
告
。
中
間

報
告
で
は
、
保
険
を
使
用
し
た
事

故
が
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
第
１
０
６
回
親
善
野
球
大

会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
鑑
み
、
中
止

と
す
る
こ
と
を
報
告
。

令
和
４
年
度
永
年
勤
続
社
員
表

彰
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
会
員
企

業
各
社
に
向
け
、
該
当
者
の
推
薦

を
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。

青
年
部
会
（
小
川
秀
敏
青
年
部
会

担
当
理
事
）

青
年
部
会
か
ら
は
、
今
年
度
の

活
動
を
休
止
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
報
告
事
項

電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
定
が
令

和
４
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、

２
年
間
の
猶
予
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
務
規
定
を
作
成
し
、
承
認

す
る
こ
と
を
２
年
間
、
先
送
り
す

る
こ
と
を
報
告
。
ま
た
次
回
の
Ｔ

Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
、
令
和
４
年
４
月

日
に
、
リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
組

１３み
合
わ
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
理
事
会
の
様
子
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成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修（
２
回
目
）

苦
手
な
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
な
ど
も
学
ぶ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
令
和
４
年
２

月

日
、
Ｊ
Ｉ
Ｎ
タ
レ
ン
ト
コ
ン

１８
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
坂
本
仁
代
表
取

締
役
を
講
師
に
招
き
、「
成
果
を
上

げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
･
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
を
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
で
開
催
し
、

社
か
ら

人
が

１２

２９

参
加
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
令
和
３
年

月
１１

に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
に
は
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
（
行
動
分

析
）
の
基
礎
を
学
び
、
２
回
目
の

研
修
に
向
け
、
課
題
で
出
さ
れ
て

い
た
。

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
ま
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
環
境

が
続
い
て
い
る
。

屋宮理事長

今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
は
、
２
回

に
分
け
、
実
践
と
フ
ォ
ロ
ー
ま
で

行
う
初
め
て
の
研
修
と
な
る
。
ぜ

ひ
、
こ
の
研
修
を
仕
事
に
活
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

坂
本
講
師
は
、
前
回
の
研
修
を

振
り
返
っ
た
後
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
、
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
を
作
り

や
す
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
活
か
し
た
い
」
な
ど
と
挨

拶
。な

お
、
前
回
の
研
修
で
は
、
Ｄ

ｉ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
行
動
分
析
を
用

い
、
大
別
し
て
４
ス
タ
イ
ル
に
人研修を行う坂本講師

を
判
別
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
を
す
る
べ
き
か
を
学
ん
だ
。

こ
れ
に
伴
い
、
①
自
分
の
所
属

す
る
チ
ー
ム
の
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
上
司
に
報
告
、
②
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
り
、
実
施

し
て
み
る
、
③
自
分
の
ス
タ
イ
ル

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
と
い
っ
た
課

題
が
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
、
研
修
で
は
実
践

か
ら
の
軌
道
修
正
を
学
び
、
参
加

者
を
相
互
に
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア

ウ
ト
ル
ー
ム
を
用
い
、
少
人
数
に

分
か
れ
、
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
得
す
る

と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。

ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
自
分
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
実
施
し
た
結
果
の
報
告
な
ど

を
実
施
。
ま
た
ビ
デ
オ
を
用
い
、

ス
タ
イ
ル
の
判
別
練
習
な
ど
も

行
っ
た
。

ま
た
、
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
４
ス
タ
イ
ル

の
振
る
舞
い
を
行
う
坂
本
講
師
ら

を
営
業
先
の
部
長
に
見
立
て
、
自

社
を
売
り
込
み
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
紹
介
し
て
も
ら
う
と
い
う
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
Ｄ
ｉ
Ｓ

Ｃ
分
析
を
用
い
て
交
渉
を
行
う
と

い
っ
た
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
Ｄ
ｉ
Ｓ
Ｃ
分

析
に
よ
っ
て
、
営
業
活
動
を
行
う

中
で
、
私
が
苦
手
な
ス
タ
イ
ル
へ

の
対
応
が
分
か
っ
た
の
で
、
今
後

の
営
業
活
動
に
活
か
し
た
い
」
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

坂
本
講
師
は
「
今
回
、
Ｄ
ｉ
Ｓ

Ｃ
分
析
を
か
じ
っ
て
い
た
だ
い
た

が
、
深
い
と
こ
ろ
ま
で
あ
る
。
人

間
関
係
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
も
、
身
に
な
る
も
の
ほ
ど

時
間
が
掛
か
る
。
地
道
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
助
言
し
た
。
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第

回
新
鋭
社
員
教
養
講
座

６５
仕
事
の
基
礎
ス
キ
ル
な
ど
を
学
ぶ

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
４
月
１
日
、

コ
ン
サ
ラ
ー
ト
の
川
崎
朋
子
氏
を

講
師
に
招
き
、
第

回
新
鋭
社
員

６５

教
養
講
座
を
開
催
し
た
。
今
回
の

教
養
講
座
は
、

社

人
が
参
加

１６

４８

し
、
こ
の
内
、

人
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か

１２

ら
の
参
加
。
ま
た
、
他
の
単
組
か

ら
も

社

人
が
参
加
し
た
。

１０

２８

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
は
「
皆
さ
ん
と
私
の
差
は
年

齢
。
皆
さ
ん
に
は
、
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
の
時
間
が
あ
る
。
こ
れ
を

無
駄
に
せ
ず
、
有
効
に
使
う
こ
と

が
大
切
。
ぜ
ひ
、
し
っ
か
り
と
目

標
を
定
め
、
時
間
を
有
効
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
、
さ
ら
に
時
代
の
流
れ
は

速
く
な
る
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
勉
強
を
、
継

続
し
て
ほ
し
い
。

最
後
に
、
良
い
習
慣
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

小
さ
な
こ
と
で
も
続
け
る
こ
と

で
、
良
い
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
激
励
。

続
い
て
、
製
薬
会
社
で
営
業

ト
ッ
プ
を
維
持
し
続
け
た
川
崎
講

師
は
「
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

や
実
績
を
基
に
、
営
業
の
や
り
方

を
中
小
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
」な
ど
と
語
り
、

こ
れ
ま
で
に
構
築
し
た
営
業
手
法

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
研

修
を
開
始
し
た
。

研
修
で
は
、「
社
会
人
と
し
て
の

心
構
え
」「
仕
事
と
は
」「
仕
事
を

進
め
る
た
め
の
３
つ
の
基
礎
ス
キ

ル
」「
仕
事
を
進
め
る
上
で
の
前

提
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

特
に
、
仕
事
を
進
め
る
た
め
の

３
つ
の
基
礎
ス
キ
ル
で
は
、「
仕
事

の
準
備
ス
キ
ル
」「
仕
事
の
提
供
ス

キ
ル
」「
対
人
ス
キ
ル
」
に
つ
い
て

説
明
。
ま
た
基
礎
ス
キ
ル
を
活
用

し
た
発
表
な
ど
も
実
施
。

ま
た
、
何
の
た
め
に
仕
事
を
行

う
の
か
と
い
う
目
的
意
識
な
ど
に

加
え
、
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
の

重
要
性
に
つ
い
て
「
社
内
か
ら
の

仕
事
の
依
頼
で
あ
っ
て
も
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
、
お
客
様

と
思
っ
て
気
を
使
う
と
良
い
。
何

の
た
め
の
仕
事
な
の
か
も
確
認
す

る
べ
き
。

加
え
て
、
指
示
す
る
人
が
忘
れ

が
ち
な
の
が
納
期
。
注
意
し
て
ほ

し
い
」（
川
崎
講
師
）
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
電
話
対
応
練
習
も
行
わ

れ
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
て
訓

練
を
実
施
。
川
崎
講
師
は
「
会
社

に
よ
り
、
１
コ
ー
ル
で
電
話
に
出

る
、
２
コ
ー
ル
で
出
る
な
ど
が
あ

る
の
で
、
確
認
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
語
ら
れ
た
。

様々なスキルについて語る川崎講師
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第

回
新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

４６新
型
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
た
研
修
を
開
催

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
４
月
２
日
〜
６
日

に
掛
け
、
第

回
新
鋭
社
員
早
期

４６

戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、

社
か
ら

人
が
参
加
。
講
師
に

１４

５０

は
、
図
解
工
房
の
山
本
稔
氏
を
迎

え
、
参
加
者
は
熱
心
に
研
修
を
受

け
た
。

開
催
に
当
た
り
、
藤
巻
宏
直
教

育
情
報
委
員
長
は
「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
、

電
気
機
械
器
具
、
同
部
品
を
扱
う

会
社
、
そ
れ
に
係
わ
る
メ
ー
カ
ー

な
ど
で
な
る
団
体
。

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
、
仕

事
の
み
な
ら
ず
、
人
と
人
と
の
結

び
つ
き
が
大
切
に
な
る
。
本
日
の

研
修
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

も
あ
る
か
と
思
う
が
、
そ
こ
で
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
同
期
の
仲

間
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
時
に
は

相
談
し
、親
交
を
深
め
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
２
年
先
、
３
年
先
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
関
わ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
こ
の

研
修
の
こ
と
を
語
り
な
が
ら
、
関

係
を
築
い
て
ほ
し
い
。

社
会
人
に
な
る
と
、
起
き
て
い

る
時
間
の
半
分
以
上
は
、
仕
事
に

激励する藤巻委員長

助言を行う山本講師

関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
大
い
に
楽

し
み
、
社
会
人
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
た
。

こ
の
後
、
山
本
講
師
に
よ
る
研

修
が
開
始
さ
れ
た
。

研
修
で
は
、自
己
紹
介
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
組
織
の
あ
り

方
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
、
言
葉
づ
か
い
や
席
次
、

名
刺
交
換
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
応

対
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
、
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
、
問
題
意

識
や
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど

に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
、
参
加

者
ら
に
よ
る
議
論
や
意
見
交
換
も

交
わ
さ
れ
た
。

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
新

鋭
社
員
た
ち
の
印
象
と
注
意
点
に

つ
い
て
、以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
制
限
を

受
け
て
い
た
世
代
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
対
人
接
触
へ
の
苦
手
意
識

が
見
ら
れ
る
。

一
見
す
る
と
、
や
る
気
が
な
い

よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、発
表
な
ど
の
経
験
が
少
な
く
、

さ
ら
に
巣
ご
も
り
学
生
生
活
に
よ

り
、
主
体
的
に
動
く
機
会
を
奪
わ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
慣
れ
て
い

な
い
た
め
だ
と
分
か
る
。
ま
た
、

初
対
面
で
の
会
話
が
苦
手
な
よ
う

で
、
も
じ
も
じ
し
て
い
て
も
、
や

る
気
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。特

に
必
要
と
感
じ
る
の
は
、
１

対
１
で
の
面
談
や
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
談
な
ど

で
は
、
ど
う
し
て
も
要
件
だ
け
に

な
り
が
ち
で
、
小
さ
な
相
談
が
行

い
に
く
い
。
ぜ
ひ
、
上
司
の
方
に

は
、
リ
ア
ル
で
の
面
談
を
行
っ
て

ほ
し
い
。

ま
た
コ
ロ
ナ
で
練
習
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
、聞
く
力
が
あ
る
。

直
接
の
会
話
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
、
新
人
の
皆
さ
ん
が
望
ん

で
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

加
え
て
、
指
示
待
ち
の
ス
タ
イ

ル
の
新
人
が
多
い
が
、
そ
れ
で
は

い
け
な
い
と
い
う
意
識
も
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
指
示
さ
れ
た
こ

と
に
は
、
几
帳
面
で
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
。

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い

て
の
ワ
ー
ク
に
慣
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け

て
い
る
の
で
、
言
っ
て
み
れ
ば
、

新
し
い
世
代
。ぜ
ひ
、こ
う
い
っ
た

部
分
を
活
か
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

は
上
手
だ
が
、
電
話
と
の
併
用
な

ど
、
複
合
的
な
手
法
を
行
え
て
い

る
人
は
少
な
い
。
加
え
て
、
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
情
報
を
多

く
受
け
取
っ
て
い
る
世
代
な
の

で
、
受
け
取
る
情
報
を
絞
り
、
何

で
も
良
い
の
で
自
ら
も
情
報
発
信

者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
な

経
験
を
し
、
そ
れ
を
基
に
情
報
の

選
別
を
行
う
よ
う
に
助
言
し
た
。

ぜ
ひ
と
も
上
司
や
先
輩
の
方
に

は
、
直
接
の
面
談
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
指
示
出
し
の

徹
底
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
」。
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第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

１７社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
助
言

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
４
月

日
、

１１

第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ

１７
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
、

８
社
か
ら

人
が
参
加
し
た
。
講

２２

師
は
、
図
解
工
房
の
山
本
稔
氏
が

務
め
た
。

こ
の
研
修
は
、
新
鋭
社
員
早
期

戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
新
鋭
社
員

６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

会
に
続
く
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
予
防
す

る
た
め
に
、
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー８社から２２人が参加

藤巻委員長

ア
ッ
プ
研
修
会
が
中
止
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
内
容
も
カ

バ
ー
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

開
催
に
当
た
り
藤
巻
宏
直
教
育

情
報
委
員
長
か
ら
「
皆
さ
ん
は
、

入
社
し
て
１
年
が
経
ち
、
社
会
人

２
年
生
と
な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
を
昨
年
９
月
に
開
催
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、中
止
と
な
っ
た
。

１
年
前
の
研
修
に
参
加
し
た
人
が

多
い
か
と
思
う
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
意
見
交
換
を
し
た
同
期
と

の
再
会
も
あ
る
か
と
思
う
。ぜ
ひ
、

親
交
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

皆
さ
ん
は
社
会
人
２
年
生
と
な

り
、
今
年
か
ら
は
後
輩
に
対
し
教

え
る
側
に
な
る
。
教
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
飛
躍
的
に
成

長
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
ぜ

ひ
、
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
有
意

義
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
研
修

で
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、
気
付

き
を
得
て
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
。

研
修
で
は
、
コ
ロ
ナ
下
に
お
け

る
企
業
、
仕
事
、
働
き
方
の
変
化

や
会
社
が
期
待
す
る
２
年
次
社
員

像
、
相
手
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
仕
事
を
改
善
す

る
問
題
解
決
力
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
用
い
、
自
ら
の

成
功
と
失
敗
事
例
な
ど
も
交
え
て

情
報
と
対
策
を
共
有
。
最
後
に
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や
研
修
日
誌
の

作
成
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
屋
宮
芳
高
理
事
長
も
激

励
に
訪
れ
、「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ

れ
は
大
切
な
こ
と
。
短
い
時
間
の

中
で
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
自
分

が
何
に
な
り
た
い
か
を
考
え
、
作

成
し
て
も
ら
っ
た
と
思
う
。

今
回
、
仕
事
で
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
大
事

な
の
は
人
生
。
仕
事
以
外
に
、
家

庭
も
、
趣
味
も
、
健
康
も
大
事
。

そ
の
た
め
に
計
画
を
立
て
る
の
も

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
だ
と
思
う
。
自

分
の
人
生
を
、
楽
し
く
過
ご
す
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
近
は
、
時
代
の
変
化
が
激
し

い
。
自
分
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
を
見
つ
け
、
学
び
続
け

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
た
。

研
修
終
了
後
、
参
加
者
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
山
本
講
師
は

「
学
生
時
代
と
社
会
人
１
年
目
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
、
リ
ア
ル
で
の
業
務

を
経
験
し
て
お
り
、
新
し
い
時
代

を
担
う
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
社
員
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
リ

ア
ル
で
の
商
談
や
会
議
を
、
効
果

的
に
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
こ
れ

ら
を
提
案
し
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
て
ほ
し
い
。
特
に
、
社

内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
参
加
者
に
は
言
及
し
て

あ
る
。
組
織
を
動
か
す
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
目
線
を
、
２
年
目
に

持
っ
て
ほ
し
い
。

参
加
者
に
は
、
今
後
、
先
輩
に

同
行
を
お
願
い
し
、
学
ぶ
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
場
を

見
る
よ
う
に
話
し
た
。
例
え
ば
、

納
品
時
に
立
ち
会
う
こ
と
で
、
な

ぜ
選
ん
で
く
れ
た
の
か
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
現
場
で
武
器

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

山本講師

屋宮理事長
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発
行
人

屋
宮

芳
高

編
集
委
員
長

藤
巻

宏
直

編
集
委
員

小
池

一
義

〃

渡
辺

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
影
響
を
調
べ
て
み
る
と
、
半

導
体
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
そ

う
な
こ
と
が
分
か
る
。

半
導
体
製
造
で
必
要
と
な
る

ネ
オ
ン
ガ
ス
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、

世
界
の
ネ
オ
ン
ガ
ス
の
約
半
分

を
産
出
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
よ

り
、
ネ
オ
ン
ガ
ス
を
販
売
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
２
社
は
、
現
在

閉
鎖
し
て
い
る
と
い
う
。

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、

半
導
体
各
社
が
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
紛
争
を
予
想
し
、
事

前
に
ネ
オ
ン
ガ
ス
を
備
蓄
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
半
導
体

生
産
へ
の
影
響
は
な
い
と
し
て

い
る
が
…
…
。

（
Ｓ
）

※
本
欄
で
は
、
２
０
２
２
年

度
行
事
予
定
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
な

ど
、
今
後
の
動
向
が
依
然
と
し

て
見
通
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、

急
遽
、
予
定
が
変
更
等
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

５
月
（
皐
月
）

５
月

日
（
金
）

時
〜

時

１３

１３

１４

理
事
会
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

５
月

日
（
金
）

時

分
〜

１３

１４

３０

時

第

回
通
常
総
会
、
永

１８

７３

年
勤
続
者
表
彰
式
（
全
国
家
電

会
館
５
階
講
堂
、
４
階
Ａ
・
Ｂ
）

６
月
（
水
無
月
）

６
月

日
〜

日（
水
〜
金
）

１５

１７

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
（
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

７
月
（
文
月
）

７
月
５
日
（
火
）

時

分
〜

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

７
月
５
日
（
火
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

７
月
５
日
（
火
）

時

分
〜

１５

３０

時

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
５
階
講
堂
）

７
月
６
日
（
水
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会

１６

３０

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議

室
）

時
〜

時

懇
親
会

１７

１９

９
月
（
長
月
）

９
月
２
日
（
金
）
９
時

分
〜

３０

時

第

回
新
鋭
社
員
６
カ

１７

３３

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議
室
）

９
月
５
日
（
月
）

時
〜

時

１４

１６

分

年
金
・
経
済
講
演
会（
全

３０国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

９
月

日
（
木
）

時
〜

時

２２

１２

１４

Ｊ
Ｅ
Ｐ
監
事
会
（
全
国
家
電

会
館
４
階
会
議
室
）

月
（
神
無
月
）

１０
月

日
〜

日（
火
〜
金
）

１０

１８

２１

シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
２
（
幕
張

メ
ッ
セ
）




